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山都通潤橋 IC開通
道の駅通潤橋移転オープン
子ども議会



３ 山都通潤橋 IC開通

４ 道の駅通潤橋移転オープン

６ 子ども議会

11 行政手続のスマート化が進んでいます

12 やまとの話題　－ YamaTopics －

14 まちからのお知らせ

19 保健だより／福祉だより／やまと文化の森

だより／山の都地域しごとセンター通信／わ

たしたちの人権／山都町×SDGs／矢部高

校だより／図書館だより／短歌・俳句／山都

警察署・協議会だより／寄付のお礼（山都町

社会福祉協議会）／日向往還／編集後記

28 イベントカレンダー／だっこ

最新情報は町公式ホームページをご覧ください。

子育て応援アプリ「だっこ」防災アプリ「ライフビジョン」

公式フェイスブック公式ライン

公式インスタグラム公式Ｘ（旧ツイッター）

　１月 13 日、九州中央自動車道の開通記念
ウォーキングが開催され、約 1,000 人の方が新
たに開通する一部（４㎞）の区間を歩きました。
同日は、道の駅「通潤橋」の移転開駅式も行われ、
多数の方が来場しました。ウォーキングに参加し
た方々からは、「遠かったけど、全部歩いた！」「少
し寒かったが、気持ちよく楽しく歩けた。」とい
う声が聞かれました。ウォーキング終了後には、
温かい豚汁も提供され、参加者の皆さんは美味し
そうに召し上がって
いました。
　２月11日には、待
望の高速道路が山都
通潤橋ＩＣまで開通
しました。交通安全に
気を付けて、有効に活
用しましょう。

目　次

今月の表紙

町公式ホームページ

町の情報発信

 

～山の都のたからもの～
豊かな大地と清らかな水と心が育んだ
山都町の農産物等を紹介します
　夏の間にクヌギの上下をひっくり返す「天
地返し」や、クヌギに水分が程よく染み込む
よう刺激を与え発育を促す作業、また、苔を
取り除く作業などしいたけの原木栽培は、仕
込みから出荷まで手間と時間がかかります。
直射日光を避け乾燥と雨に濡れるのを繰り返
すうちに菌糸が原木の隅々まで広がり、寒暖
の差が大
きくなる
と一斉に
芽を出し
ます。

　

開
通
イ
ベ
ン
ト

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

山
都
中
島
東
IC
〜
山
都
通
潤
橋
IC
の
供

用
開
始
を
記
念
し
た
、「
開
通
記
念
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
主
催
九

州
中
央
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
）

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
日
和
と
な
っ
た
当
日
、
供
用
開
始
前
の

自
動
車
専
用
道
を
歩
く
、
ま
た
と
な
い
機

会
に
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
山
都
通
潤
橋
IC
入
口
か
ら
、

寺
川
天
神
橋
の
折
り
返
し
コ
ー
ス
約
４

キ
ロ
。

　

参
加
者
に
は
、
当
日
オ
ー
プ
ン
し
た
、

道
の
駅
「
通
潤
橋
」
内
で
、
豚
汁
が
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

九州中央自動車道九州中央自動車道
山都中島西 IC～山都通潤橋 IC山都中島西 IC～山都通潤橋 IC

令和６年２月 11日（日）16時令和６年２月 11日（日）16時　開通開通

熊本市～延岡市の所要時間が短縮！
　九州中央部を結ぶ広域ネットワークの形成が進み、熊本市～延岡市間の所要時間がさらに短縮されます。
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令
和
元
年
度
か
ら
町
が
開
設
準
備
を
進

め
て
い
た
『
道
の
駅
「
通
潤
橋
」』
が
１

月
13
日
、
国
道
２
１
８
号
沿
い
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

国
宝
通
潤
橋
の
前
に
あ
っ
た「
道
の
駅
」

の
機
能
を
移
転
し
ま
す
。

　

旧
道
の
駅
通
潤
橋
は
、「
通
潤
橋
ミ
エ

ル
テ
ラ
ス
」
の
名
称
で
、
引
き
続
き
お
客

様
を
出
迎
え
ま
す
。

　

移
転
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

「
移
転
開
駅
式
」
で
は
、
坂
本
哲
志
農
林

水
産
大
臣
な
ど
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
で
挨
拶
し

た
、
山
都
町
長
職
務
代
理
者
、
楢
林
力
也

副
町
長
は
、「
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
山
都
通
潤
橋
IC
の
開
通
を
控
え
、

広
域
的
な
連
携
や
人
流
・
物
流
の
拠
点
と

な
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
。
待
ち
か
ね

た
来
場
者
が
大
勢
館
内
に
押
し
寄
せ
ま
し

た
。玄
関
で
は
、「
大
阿
蘇
蘇
陽
太
鼓
喜
楽
」

が
力
強
い
演
奏
を
披
露
し
、
新
し
い
道
の

駅
の
オ
ー
プ
ン
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

・所 在 地　山都町城平 660番地
・電話番号　0967-72-9900

・営業時間
　　物産館「オオルリ」 9：00～18：00

　　レストラン「アーチ」 11：00～18：00
　　　ＬＯ　ランチ　 15：00
　　　　　カフェ 17：00

　山都町内で育った有機野菜（ニンジン、
ダイコン）や有機米、果物（イチゴ）、矢
部茶等の特産品約 200品種が並びます。
　道の駅ネットワークを活かした、県内道
の駅の特産品も購入することができます。
　商品は出荷者協議会の約 200 人から出
荷されます。

　山都町産の農畜産物をふんだんに使った
料理が楽しめます。
　常時 15品前後のメニューを準備してい
ます。また、山都町の旬を詰め込んだ季節
のメニューも開発中です。
　レストランからは、九州脊梁山脈が一望
できます。

　物産館とレストランの名称は、地元矢部高校の生徒に公募し、その中から選ばれました。
　物産館オオルリは、山都町に関係した名前を付けたいとの思いから、町の鳥である「オオルリ」にちなんで
命名されました。
　オオルリは「幸せの青い鳥」と言われ、山都町に来られた方が幸せになれるよう願いを込められています。
　レストランアーチは、昨年国宝に指定された山都町を代表する「通潤橋」をイメージしました。「橋でつなぐ、
美味しいものをいろんな人につなぐ、山都町から各地につなぐ」という意思が込められています。

道の駅「通潤橋」移転オープン道の駅「通潤橋」移転オープン

『大阿蘇蘇陽太鼓喜楽』の演奏

オープン直後の賑わう物産館内
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令
和
５
年
度

子
ど
も
議
会

　

１
月
26
日
、「
子
ど
も
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
校

の
代
表
12
名
が
山
都
町
の
将

来
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
案
や
要
望
な
ど
を
議
員

と
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　議案など効率的かつ専門的に審査するため、部
門別に常任委員会が設けられています。山都町に
は、３つの常任委員会があり、議員はいずれかの
常任委員会に所属しています。
▷総務常任委員会
　税、財政、消防、教育などに関すること
▷厚生常任委員会
　福祉、保育、環境、町立病院などに関すること
▷経済建設常任委員会
　農林業、商工業、道路、水道などに関すること

議案の付託

条例、予算などの議案

議案の議決

審査結果の報告

町政のチェック

　子ども議会では、生徒
が町政について一般質問
を体験します

山都町議会
藤澤　和生  議長

山都町子ども議会
梅田　利喜  議長

山都町長

常任委員会

山都町議会の仕事

【
質
問
】
▽
学
校
の
生
徒
が
制
作
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
置
に
つ
い
て

　

現
在
、
通
潤
橋
資
料
館
に
矢
部
中
生
が
制

作
し
た
通
潤
橋
ク
イ
ズ
が
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
地
域
学
習
で
山
都
町
の
魅

力
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
壁
新
聞
の

制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
中
学
生
が
地
域
学
習
で

制
作
し
た
も
の
を
観
光
地
に
提
供
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

【
答
弁
】
商
工
観
光
課
長

　

学
校
で
の
地
域
学
習
の
成
果
を
、
町
民
や

観
光
客
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
有
意

義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ

き
ま
し
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
、
地
域
学
習
で
制
作
し
た
も
の
を
提
供

い
た
だ
く
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
学
習
の
成
果

の
発
表
で
あ
り
、
町
も
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
展
示
の
実
績
も
あ
り
、
前

向
き
に
話
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

先
日
開
駅
し
た
道
の
駅
「
通
潤
橋
」
に
も

町
内
小
学
校
児
童
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
そ
う
し
た
取
り
組
み
が

実
現
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。

矢部中学校２年
荒木　一心　議員

【
質
問
】
▽
「
文
化
の
森
」で
行
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
増
加
の

た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

昨
年
、
４
年
ぶ
り
に
「
少
女
神
楽
」
が
奉

納
さ
れ
、
地
域
学
習
で
関
心
を
持
っ
た
生
徒

や
、
参
加
し
た
生
徒
も
お
り
ま
し
た
。
町
の

文
化
を
残
し
、
継
承
す
る
た
め
に
、
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
の
呼
び
か
け
を
提
案
し

ま
す
。

【
答
弁
】
生
涯
学
習
課
長

　

ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
ポ
ス
タ
ー
制
作
等

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
広
報
や
ま
と
に
「
や
ま

と
文
化
の
森
だ
よ
り
」の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

企
画
展
の
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
カ
月
に
１
回
程
、
催
し
物
の
ご
案
内
と

し
て
町
内
全
戸
配
布
や
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
防
災
無
線
に
よ
る
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
、
や
ま
と
文
化
の
森

で
は
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ア
イ
デ
ィ
ア

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
や
ま
と
文
化
の
森
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

矢部中学校２年
井手　頼人　議員

【
質
問
】
▽
山
都
通
潤
橋
Ｉ
Ｃ
開
通
に
伴
う

交
通
量
増
加
の
た
め
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

　

矢
部
中
で
は
、
昨
年
11
月
に
高
速
道
路
を

見
学
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
開
通
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加

と
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
国
道

２
１
８
号
の
道
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

【
答
弁
】
学
校
教
育
課
長

　

学
校
等
を
通
じ
て
把
握
し
た
、
安
全
が
不
安

視
さ
れ
る
通
学
路
の
改
善
に
向
け
、
山
都
町
通

学
路
安
全
推
進
会
議
に
お
い
て
、
分
野
ご
と
に

具
体
的
な
対
策
等
を
検
討
し
、
緊
急
性
や
危
険

性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
、
実
施

可
能
な
箇
所
か
ら
改
善
し
、
山
都
警
察
署
に
は

交
通
取
り
締
ま
り
の
強
化
等
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
対
策
が
未
着
手
で
注
意
の
必

要
な
場
所
等
を
通
行
さ
れ
る
際
は
、
改
善
さ
れ

る
ま
で
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
総
務
課
長

　

山
都
町
交
通
安
全
協
会
で
毎
月
０
の
つ
く
日

を
中
心
に
、
町
内
各
所
で
通
学
の
見
守
り
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
校
に
お
い
て

交
通
安
全
教
室
等
を
実
施
し
て
お
り
、
山
都
町

防
犯
協
会
で
は
、
町
民
が
事
件
等
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
や
防
犯
灯
設
置
個
所

の
普
及
な
ど
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

矢部中学校２年
高呂木 佑樹奈 議員

【
質
問
】
▽
現
在
、
整
備
中
の
新
体
育
館
や

広
場
の
利
用
の
呼
び
か
け
方
法

に
つ
い
て

　
「
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
建
設
さ
れ
て
い
る
新
体
育
館
や
広

場
を
地
域
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
利
用
促
進
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
行
う
か
質

問
し
ま
す
。
防
災
無
線
や
回
覧
板
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な
ど
の
予
定
が
あ
り
ま

す
か
。

【
答
弁
】
生
涯
学
習
課
長

　

総
合
体
育
館
「
パ
ス
レ
ル
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
４
月
１
日
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、
昨
年
12
月
議
会
で
、
管
理
運
営
を
行
う

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
等
の
設
置
や
、
企

業
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
広
域
へ

の
チ
ラ
シ
配
布
と
い
っ
た
、
効
果
的
・
効
率

的
な
広
報
活
動
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
見

る
側
を
飽
き
さ
せ
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
の
で
、
町
も
連
携
し
な
が

ら
施
設
の
管
理
運
営
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

矢部中学校１年
伊田　美咲　議員
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【
質
問
】
▽
「
山
都
町
の
魅
力
を
語
る
子
ど
も

た
ち
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て

　

町
が
目
標
と
し
て
い
る
「
町
の
魅
力
を
語

る
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
町
で
計
画
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
校
の

生
徒
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
り
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
計
画
し
た
体
験
を
行
う
機
会
が
あ

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
答
弁
】
学
校
教
育
課
長

　

町
の
魅
力
を
語
る
に
は
、
地
域
や
町
に
興

味
を
持
ち
、
知
っ
て
、
好
き
に
な
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
ア
イ
デ

ア
を
出
す
こ
と
は
、
主
体
的
な
行
動
が
興
味

等
に
繋
が
り
、
非
常
に
良
い
と
思
わ
れ
、
是

非
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
と
少
し
距
離
を
置
き
、

地
域
や
町
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
色
ん

な
事
に
興
味
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
の
一

つ
と
し
て
体
験
学
習
等
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
山
都
学
の
定
着
に
は
、
継
続
し
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
の
で
、
そ
の
調
整
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

蘇陽中学校２年
橋本　大輝　議員

【
質
問
】
▽
山
都
町
の
議
員
に
つ
い
て

　
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
観

点
か
ら
山
都
町
議
会
議
員
の
立
候
補
者
を
増

加
す
る
方
法
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

　

議
員
半
減
や
反
問
権
導
入
な
ど
の
対
策
を

取
ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
半
減
す
る

こ
と
で
議
員
一
人
当
た
り
の
報
酬
増
加
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
反
問
権
は
回
数
に
条

件
を
設
け
、
議
員
側
が
不
利
な
立
場
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
質
の
高
い
議
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

【
答
弁
】
議
会
事
務
局
長

　

議
員
定
数
の
半
減
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
多
様
な
民
意
を
反

映
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
議
員
数
が
不
可

欠
で
す
。
住
民
の
意
思
を
十
分
に
反
映
し
、

民
主
的
な
議
論
を
進
め
る
上
で
、
議
員
数
を

半
減
に
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
反
問
権
に
つ
い
て
は
、
質
問
と
答
弁

が
か
み
合
わ
な
い
こ
と
を
防
ぎ
、
議
論
を
活

性
化
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
反
面
、
使
い
方
次

第
で
は
「
行
政
監
視
機
能
」
を
損
な
い
か
ね

な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
反
問
権
導
入
の
動
き
は
あ
り

ま
せ
ん
。

清和中学校２年
木野　隼　議員

【
質
問
】
▽
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

町
が
目
標
と
し
て
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

詳
細
を
聞
き
、
山
都
町
が
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
進
捗

を
遂
げ
て
い
る
か
知
り
た
い
で
す
。

【
答
弁
】
環
境
水
道
課
長

　

現
在
、
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
温
水
器
・

生
ご
み
処
理
機
・
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に
対

す
る
補
助
を
行
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
本
庁
舎
に
は
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
設
置
し
た
り
、
既
存
施
設
の
照
明
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
る
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、今
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
導
入
等
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
進
め
ば
地
球
温
暖

化
の
対
策
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
道
な
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

蘇陽中学校２年
佐藤　直央　議員

【
質
問
】
▽
地
域
活
性
化
へ
の
町
お
こ
し
に

つ
い
て

　

山
都
町
活
性
化
の
観
点
か
ら
施
設
設
置
の

提
案
を
し
ま
す
。
１
つ
目
は
自
然
の
中
で
サ

ウ
ナ
体
験
を
し
た
り
、
山
都
町
産
の
料
理
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
サ
ウ
ナ
を
中
心
と

し
た
入
浴
施
設
で
す
。
２
つ
目
は
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
遊
べ
る

施
設
で
す
。
建
設
費
は
多
額
に
な
る
と
思
う

が
「
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
、
働

き
た
い
」と
思
う
人
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

【
答
弁
】
企
画
政
策
課
長

　

提
案
の
あ
っ
た
遊
技
場
を
町
が
作
る
に
は

色
々
な
規
制
が
あ
り
非
常
に
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
サ
ウ
ナ
を
中
心
と
し
た
入
浴
施
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
若
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
高
速
道
路
も
開
通
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス

が
良
く
な
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
増
加
に

対
応
す
る
よ
う
な
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
い
か
に
し
て
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
意
識

を
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

清和中学校 1年
甲斐　将生　議員

【
質
問
】
▽
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

　

空
き
家
活
用
に
つ
い
て
３
つ
提
案
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
一
軒
家
の
宿
屋
を
作
る
こ
と
で
す
。

旅
行
客
が
家
で
の
過
ご
し
方
で
滞
在
で
き
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
２
つ
目
は
土

地
の
売
買
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
で
す
。
土

地
を
無
駄
な
く
使
え
る
と
考
え
ま
す
。
３
つ
目

は
借
家
に
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
内
装
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
、

借
家
を
検
索
で
き
る
と
移
住
希
望
者
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

【
答
弁
】
山
の
都
創
造
課
長

　

町
内
に
存
在
す
る
空
き
家
の
有
効
活
用
を

通
し
て
、
移
住
定
住
の
促
進
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
に「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
補
助
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
の

み
使
用
で
き
る
改
修
補
助
金
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
町
が
住
宅
を
整
備
、

管
理
運
営
す
る
「
サ
ブ
リ
ー
ス
」
の
方
法
が

と
れ
な
い
か
検
討
中
で
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
、
土
地
売
買
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
は
、
現
在
の
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
に
「
空
き
地
バ
ン
ク
」
を
加

え
、
運
用
す
る
こ
と
を
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

清和中学校１年
渡邊　颯人　議員

【
質
問
】
▽
「
人
・
自
然
・
伝
統
芸
能
な
ど
に

魅
了
さ
れ
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

町
が
目
標
と
し
て
い
る
「
人
・
自
然
・
伝

統
芸
能
な
ど
に
魅
了
さ
れ
訪
れ
た
く
な
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
山
都
町
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能
な
観
光
地
と
し

て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る
か
理
解
で
き

る
と
思
い
質
問
し
ま
す
。

【
答
弁
】
商
工
観
光
課
長

　

山
都
町
三
大
祭
り
の
開
催
支
援
、
九
州
山

地
神
楽
ま
つ
り
開
催
や
清
和
文
楽
の
新
作
制

作
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
後
継
者
育
成
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
山
都
町
大
造
り
物
保
存
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
清
和
文
楽
の
里
協
会
で

は
小
・
中
・
一
般
を
対
象
と
し
た
文
楽
講
座

の
開
催
、
協
会
職
員
の
技
芸
向
上
の
た
め
淡

路
研
修
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
蘇
陽
地
区

で
は
神
楽
が
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
山
都
町
の
人
・
食
・

技
に
磨
き
を
か
け
、
将
来
に
継
承
す
る
こ
と

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
「
山
の
都
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

蘇陽中学校２年
佐藤　楓晏　議員

【
質
問
】
▽
野
菜
の
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
販

売
に
つ
い
て

　
「
山
の
都
の
や
お
や
さ
ん
」
と
い
う
通
信
販

売
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
度
が
低
い
と
思
い
ま

す
。有
機
野
菜
を
市
内
で
販
売
し
た
り
、バ
ザ
ー

に
参
加
し
て
、
そ
こ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
と
農
業
関

係
者
以
外
の
方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
自
由
に
参
加
で
き
る
講
話

を
実
施
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
販
売
と

講
話
を
行
う
こ
と
で
有
機
野
菜
の
魅
力
を
知

り
、興
味
を
持
つ
人
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

【
答
弁
】
農
林
振
興
課
長

　
「
山
の
都
の
や
お
や
さ
ん
」
は
令
和
３
年

度
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
認
知
度
向
上
の

方
策
と
し
て
、
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
な
が
ら
、
令

和
４
年
度
に
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
開
設
等
を
実
施
し
、
認
知

度
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
市
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
三
年

坂
店
等
で
の
物
産
展
の
開
催
、
全
国
特
産
品

エ
キ
ス
ポ
へ
の
出
展
等
を
と
お
し
て
、
サ
イ

ト
の
Ｐ
Ｒ
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
サ

イ
ト
を
継
続
運
用
す
る
か
も
含
め
、
効
果
検

証
す
る
な
か
で
議
員
の
提
案
も
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清和中学校２年
佐藤　晴　議員

【
質
問
】
▽
町
直
営
の
移
動
販
売
に
つ
い
て

　

蘇
陽
地
区
の
ス
ー
パ
ー
閉
店
に
伴
う
、
買

い
物
や
ト
レ
ー
・
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
場
所

に
関
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
解
決
案

を
提
案
し
ま
す
。
買
い
物
に
つ
い
て
は
、
移

動
販
売
や
事
業
者
を
募
り
、
身
近
に
買
い
物

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ト
レ
ー
等
の
回
収
場
所
に
つ
い
て
は
、

地
域
内
に
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ご
み
の
再
利
用
が
で

き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
り
ま
す
。

【
答
弁
】
福
祉
課
長

　

移
動
販
売
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
移

動
販
売
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
、
車
の

購
入
費
や
運
営
費
を
補
助
す
る
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
１
つ
の
事
業
者
と
準
備
を
進

め
て
お
り
、
単
な
る
移
動
販
売
で
は
な
く
、

地
域
の
見
守
り
活
動
も
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
答
弁
】
環
境
水
道
課
長

　

牛
乳
パ
ッ
ク
は
町
で
も
資
源
ご
み
と
し
て

収
集
し
て
お
り
、
資
源
ご
み
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
白
色
ト
レ
イ
は
役
場
本
庁
、

清
和
・
蘇
陽
支
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
早
け
れ
ば
令
和
６

年
度
中
に
分
別
収
集
を
始
め
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蘇陽中学校２年
片倉　萌衣　議員
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行政手続きのスマート化推進!! 窓口のDX化が進んでいます！
　デジタル機器の活用による行政サービスの向上を目的とした国の交付金（デジタル田園都市国家構想
交付金）により、本庁及び各支所にキャッシュレス決済機能付きセミセルフレジとマイナンバーカード
を活用した証明書交付申請システムを導入しました。今後も行政手続きのスマート化を推進し住民サー
ビスの向上を進めます。

キャッシュレス決済機能付きセミセルフレジを導入しました！
　窓口でお支払いいただく手数料を対象にキャッシュレス決済が利用
できるようになりました。また、セミセルフレジで現金でのお支払い
もスムーズに行えるようになりました。

キャッシュレス決済を利用できる窓口
　 本庁　戸籍住民係 ・ 清和支所 住民福祉係 ・ 蘇陽支所 住民福祉係 

キャッシュレス決済が利用できるお支払い
　■戸籍関係証明書　（戸籍謄（抄）本、戸籍記載事項証明書、戸籍附票、身分証明書　等）
　■住民票関係証明書　（住民票の写し、住民票記載事項証明書、一般行政証明書　等）
　■印鑑証明関係　（印鑑証明書、印鑑登録、印鑑登録証再交付）
　■税関係　・住民税関係証明（所得証明書、課税台帳記載事項証明書　等）
　　　　　　・固定資産税関係証明（名寄帳証明書　等）　　・納税関係証明書（納税証明書　等）

利用できる主な決済ブランド（令和６年２月６日現在）

クレジットカード（VISA、JCB、MasterCard、AmericanExpress、DinersClub）、電子マネー（nanaco、WAON、楽天 Edy、iD、QUICPay）、QRコー
ド決済（楽天 PAY、d払い、PAYPAY）、交通系電子マネー（Kitaca、Suica、PASMO、manaca、ICOCA、SUGOCA、nimoca、くまモン ICCARD）

らくらく窓口証明書交付サービスが始まりました！
　窓口で証明書交付申請をする際に、申請書に記入することなくマイ
ナンバーカードを利用して簡単にお手続きができるようになりまし
た。「コンビニ交付サービスを利用したいけど操作方法が不安」と思わ
れる方など、ぜひご利用ください。

発行できる証明書と手数料
　■住民票の写し　　300円　　　■記載事項証明書　200円
　■印鑑登録証明書　200円　　
　■所得証明書、所得（課税）証明書　200円
　（らくらく窓口証明書交付サービスでの証明書発行手数料は、窓口での証明書発行手数料と同じ金額です）
問合 　税務住民課　☎ 72-1172

クレジットカード 電子マネー

QRコード決済 交通系電子マネー
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　蘇陽小学校の環境に関する取り組みを紹介した動画が、「環境教育・ESD実
践動画100選」に選ばれました。この動画は、学校が独自に作成し環境省へ応
募したもので、その成果が評価されたものです。12月18日には、環境省九州
地方環境事務所環境対策課の方々が来校し、子どもたちに認定書が授与され
ました。
※ESDとは…将来にわたって持続可能な社会を構築する担い手を育む教育のこと
　動画の中では、次のような学校の活動を紹介しています。
○たてわり班での花のお世話　
○たてわり班での掃除活動
○４Ｓ（整理・整頓・節電・節水）
　右の２次元コードから動画を視聴することができます。（※視聴の
際は、「九州」の地域を選択すると見つけやすいです。）

環境省認定「環境教育・ESD実践動画100選」に選ばれました！

　蘇陽地区を中心に活動されている「地域の学習教室」が熊本県家庭教育支援
功労者表彰を受賞しました。この教室は、ひとり親家庭の子どもたちの学習支
援を目的に、令和元年度から毎週月曜・木曜の週２回で始まりました。現在は、
ひとり親家庭に限らず小中学生合わせて31名の生徒が利用しています。
　代表の後藤利恵子さん（花上）は、「宿題や勉強で、普段遠慮して聞けないこ
とでも気軽に聞ける環境を心がけて、わからないままにならないよう支援し
ています。子どもたちが自分の夢や目標に向かって頑張れるよう今後も全力
で支援していきます」と語られました。
　「地域の学習教室」では、ボランティアの方を募集しています。興味のある方
は、福祉課（☎72-1229）までご連絡ください。

熊本県家庭教育支援功労者表彰を受賞されました

左から後藤利恵子さん、
田崎ひとみさん

　１月12日、山都町地域創生アドバイザーの下田美鈴さん（犬飼）から絵本「国
宝 通潤橋 命の水道橋」の日本語と英語の混合版が寄贈されました。この本は、
12年前に作成された絵本「通潤橋 水が渡る橋」に英語訳を追加したもので、町
内各小中学校、矢部高校、町立図書館本館、各分館に寄贈されました。下田さん
は「『国宝 通潤橋』をいろんなところに発信したい、山都町の子どもたちにふる
さとのことをもっと知ってもらいたいという想いから今回の改訂に至った」
と語られました。

絵本「国宝  通潤橋  命の水道橋」の日本語・英語版が寄贈されました

　地方自治の育成発展に功労のあった以下の方々に対し、高齢者叙勲「旭日単
光章」が授与されました。
〇矢仁田繁光さん（下名連石）：令和5年11月1日発令
　12月19日に町長からご本人へ伝達されました。
矢仁田さんは、矢部町議会議員として昭和56年から平成９年まで４期16年
に渡り在職され、建設常任委員会委員長や副議長を歴任されました。また、そ
の後も公民館支館長や保護司を務められるなど長年にわたり町の発展に大き
く貢献されました。
〇本田忠次さん（下市）：令和5年12月1日発令
　１月19日に楢林副町長からご家族へ伝達されました。
本田さんは、矢部町議会議員として平成9年から平成15年まで、山都町議会議
員として平成17年から平成25年まで在職されました。矢部町議会において
総務常任委員会委員長を、山都町議会において建設常任委員会副委員長や厚
生常任委員会副委員長を歴任されるなど町の発展に大きく貢献されました。

高齢者叙勲 ～旭日単光章～ 受章

右側が矢仁田繫光さん

本田忠次さん

　12月27日、町内３か所（水ノ田尾・南田・入佐）にある戦没者慰霊
碑の清掃活動を実施されました。
　この活動は毎年、ゴールデンウイークとお盆、年末の年３回行わ
れております。現職自衛官である藤本昌大さん（南田出身）が平成
22年から南田の慰霊碑の清掃を行うようになったことがきっかけ
で、平成29年からは本町出身の現職自衛官とその家族で構成された
「チーム通潤魂」で活動し、令和５年からは自衛官OBも参加して、現
在の活動に至りました。
　藤本さんは「過疎が進み墓地の維持管理も難しくなっていく中
で、自分たちが少しでも地元に貢献できることをしていこうという
思いで始めました」と思いを語られました。

戦没者慰霊碑のボランティア清掃活動

　１月11日、矢部小学校と大牟田市立みなと小学校の4年生によ
る、ひまわりの種リレー式が開催されました。　　
　この企画は、みなと小学校が2022年11月に「人権の花」運動とし
て、ひまわりの種（10粒）付きの黄色い風船を飛ばされ、その風船が
山都町の九州中央自動車道の工事現場で見つかったことがきっか
けでした。種はその後、熊本河川国道事務所で1度育て種を約50粒
程に増やし収穫し、今回、矢部小学校にその種を寄贈されました。
　両校はオンラインで交流会を開催し、人権の花運動や各校独自の
取り組み、そして自分たちが住む市町の魅力について発表し合い、
交流しました。
　このひまわりの種は、道の駅通潤橋に植え、交流のひまわりとし
て開花を待つ予定です。

ひまわりの種リレー式が行われました

オンライン交流会の様子

　下馬尾地区にある日向往還道標を移設しました。日向往還は肥後
四街道の一つで、これらの道標は平成16年から平成18年にかけて、
合計約100本が日向往還の各所に設置されてきました。来月３月16
日、17日には日向往還歴史ウォークが開催される予定です。道標の
移設について日向往還顕彰会の石山信次郎さんは「皆さんに見やす
い位置に移動できた。3月のイベントまでに間に合ってよかった。」
と語られました。

日向往還道標を移設しました

　山都町有機農業協議会は、県農業試験場跡地で生産された無農薬
米を12月と１月に町内小中学校へ無償で配布し、お米を食べて元
気に育ってほしいという思いを伝えました。お米を受け取った生徒
は、「おいしい給食を食べられることに感謝しながら部活などを頑
張りたい」と話していました。
　町では、有機農業の推進及び食育の一環として学校給食へ有機米
を導入しています。

小中学校へ無農薬米を贈呈しました

贈呈式（矢部中学校）
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　農産物ブランド化推進協議会では、山都町の新鮮な農産物を多くの人に知ってもらうため、農業者と
商工業者の連携を強化し PR素材を制作しました。この素材を活用していただき、山都町の農産物の魅
力を直接アピールすることで、より広範囲の宣伝が期待できます。飲食店などで山都町の農産物を使用
している方々には、この素材の活用を、また飲食店等と取引のある方には PR素材周知のご協力をお願
いします。
配布対象
　山都町農産物を意欲的に使用されている飲食店（食堂、レストラン、
居酒屋、カフェ等）、宿泊施設等　※山都町内外問いません。

配布物
　1店舗につき、①卓上 POP、② SNS 用紹介画像　を無償で配布し
ます。POPはレジ横やテーブルなどお客様の目に留まりやすい場所
に配置、画像はInstagram等のSNSに投稿してPRにご活用ください。

申込方法
　ＱＲコードをスマートフォン等で読み取りお申込みください。数
量限定のため、申込多数の場合は抽選となります。また、申込特典
として、抽選で山都町産米 2kg をプレゼントします。
　申込締切は 2月 29日です。
問合 　農林振興課　☎ 72-1136

【事業概要】　主食用米の需要が中長期的に減少する中、水田活用の直接支払交付金の交付対象水田を
畑地化し、畑作物の本作化に取り組む農業者に対して取り組み面積に応じて支援するものです。
（1）対 象 者　　交付対象水田において、対象作物を生産する販売農家・集落営農組織
（2）支援内容

対象作物 ア　畑地化支援
（10a当たり）

イ　定着促進支援
（10a当たり）

Ⅰ　高収益作物（野菜、果樹、花き等）
Ⅱ　畑作物（麦、大豆、飼料作物等）

14万円
2万円× 5年間　または
10万円（一括）

※アとイについては、両方の支援を同時に受けることが可能です
（3）交付要件（以下のすべてを満たすこと）
　　ア　水田活用の直接支払交付金の交付対象農地（畦畔、水路の両方がある等）であること
　　イ　おおむね団地化された農地であること（山都地域農業再生協議会で判断を行います）
　　ウ　令和５年度に水稲又は交付金の対象作物が作付けされていること
　　エ　畑地化後、５年間継続して対象作物を作付け、販売等すること
（4）留意事項
　　ア　水田活用の直接支払交付金の交付対象水田から外れます（地目の変更は求めません）
　　イ　貸借農地については、地権者と十分協議のうえ了承を得てから申請をする必要があります
　　ウ　畑地化後、5年未満で離農等した場合は、交付金の返還が発生する場合があります
（5）調査締切日
　　２月 28日（厳守）※必ず、営農計画書（野帳）をお手元にご準備のうえ、ご連絡ください。

問合 　農林振興課　☎ 72-1136

プラスチック製品の分別収集が始まります山都町農産物ＰＲ素材を活用しませんか

畑地化促進事業に係る要望調査の実施について

　4月から、これまで可燃物（燃えるごみ）で処理していたプラスチック製品を、新たに「プラスチッ
ク製品」として分別収集を行います。
　この取り組みにより、可燃ごみの減量化によるCO2排出の抑制、リサイクルの推進を行い、環境へ
の負荷の軽減を進めます。

【プラスチック製品の主な例（プラスチックのみで出来ているもの）】

　　〇カップ類　　〇袋類　　〇ボトル類　　〇パック・トレイ類

　　〇緩衝材　　〇ふた・ラベル類　　〇プラスチックの商品

【プラスチック製品として収集しないもの】

　　〇金属などのプラスチック以外のものが含まれているもの　　〇危険なもの

　　〇汚れているもの　　　〇大きいもの　　〇発火の可能性があるもの

【プラスチック製品の出し方】

〇 45ℓサイズの透明の袋に入れ、名前を書いて、燃えるごみを出す収集所に出してください。

〇 収集日は、3 月に配布を行います『令和 6 年度山都町家庭ごみ収集カレンダー』で確認し
てください。

〇 必ず軽く水洗いなどし、汚れや中身を取り出してください。

〇 キャップやふたが付いているもので、簡単に外せるものは外してください。

〇 商品表示などの紙シールが貼られているものは、簡単にはがせるものははがして、無理なも
のはついたまま出してください。

〇 ペットボトルは、これまでどおり資源物（ペットボトル）で出してください。

〇 プラスチック製品か分からないものは、可燃物もしくは不燃物で出してください。

【プラスチック製品の分別の説明会】
　下記の日程で説明会を開催します。ぜひご参加ください。

会場
矢部保健福祉センター千寿苑
ボランティア研修室

清和基幹集落センター
大会議室

山都町役場　蘇陽支所
土地利用調整室

日時

2月 28日
3月　3日

4日
7日

19:00 ～
18:00 ～
15:00 ～
19:00 ～

2月 29日
3月　3日

5日

19:00 ～
15:00 ～
19:00 ～

3月　1日
3日
6日

19:00 ～
13:00 ～
19:00 ～

問合 　環境水道課　☎ 72-4002

←POP↑ SNS画像
配布物のイメージ

←申込用二次元コード
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令和５年度山都町価格高騰重点支援給付金
追加給付分（7万円／1世帯）のご案内

令和６年山都町消防団出初式

春季火災予防運動のお知らせ

令和６年度山都町奨学生募集のお知らせ

•本給付金は、国から物価高騰対策として交付されている交付金「低所得世帯支援枠」の拡大に伴い、
物価高騰の影響を特に大きく受ける低所得世帯を支援するため、住民税非課税世帯に対し給付金を支
給するものです。
※この給付金は一度しか受け取ることができません。

■給付金の支給額

１世帯あたり７万円

■支給対象と申請の有無

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）
※住民税が課税されている方の扶養を受けている世帯は対象外となります。

申請は不要です 申請が必要です

町から振込日、振込先口座を記載した
お知らせ（支給について）をお送りし
順次振込を実施しています。
※受取人・振込先等の変更には届出が必要です。

申請期限：２月 29日
【申請書配布先】福祉課・各支所

※町ホームページにてダウンロードもできます。

…………………………………………………………………………………………………………………………

住民税非課税世帯等に対する臨時特例給付金の

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！
　自宅や職場などに都道府県・市区町村や国（の職員）などをかたる不審な電話や郵便があった場合は、
お住まいの市区町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話（＃ 9110）にご連絡ください。

問合 　福祉課　☎ 72-1229

　山都町消防団出初式を下記の日程で開催します。山都町消防団全
８分団及び幼年・少年消防クラブが参加して日頃の訓練の成果を披
露します。
〇期日　3月 3日
〇時間　午前 8時 00分から
〇会場　中央グラウンド（雨天時：中央体育館）
〇内容　式典　通常点検（全 8分団、幼年・少年消防クラブ）ほか
問合 　総務課　☎ 72-1111

火災予防運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もっ
て火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的として、毎年実施されています。
防火標語　『火を消して　不安を消して　つなぐ未来』
実施期間　３月１日から３月７日までの7日間

【住宅防火　いのちを守る　10のポイント！】
４つの習慣
　１寝たばこは絶対にしない、させない。　　　２ストーブの周りに、燃えやすいものを置かない。
３こんろを使うときは火のそばを離れない。　４コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
　１火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する（出火防止）
　２火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する（早期覚知）
　３ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使用する（延焼
拡大防止）

　４火災を小さいうちに消すために、消火器を設置し、使い方を確認しておく（初期消火）
　５お年寄りや体が不自由な人は避難経路と避難方法を常に確保し備えておく（早期避難）
　６防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う（地域の助け合い）
問合 　総務課　☎ 72-1111　　上益城消防本部　☎ 096-282-1963

　山都町に住居を有する方の子で、向学心に富み、経済的な理由により修学が困難な学生・生徒に対し、
奨学金を貸与します。
　奨学金は無利息で、有用な人材を育成することを目的としています。
　⑴　貸 与 額　○短大・大学生等　月額２５，０００円
　　　　　　　　○高校生等　　　　月額１５，０００円
　⑵　提出書類　○奨学生申請書　　○保証書　　○在学証明書
　　　　　　　　○令和５年度課税台帳記載事項証明書（世帯分）
　　　申請書は、教育委員会、各支所にあります。また、町ホームページでもダウンロードが可能です。
　※ 現在貸与を受けていて、令和６年度も引き続き貸与を希望される方は、令和６年4月中に新学年の在
学証明書のみ提出をお願いします。

　☆申請期間　４月１日～４月30日
提出・問合 　学校教育課　☎ 72-0443

昨年の出初式の様子

！

基準日（令和５年 12月 1日）時点
で山都町に住民登録があり、世帯全
員の「住民税均等割が非課税」の
世帯

・DV等避難世帯
・配偶者との離婚、死別等により
　非課税となった世帯
・修正申告等により非課税となった
　世帯　　　　　　　　　　など
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保健だより

生活習慣予防健診の実施について

問合 　健康ほけん課　☎ 72-1295

福祉だより

〇介護サービス相談員派遣事業とは…
　町では介護保険制度事業の一環として、介護相談員派遣事業を平成 27年度より実施しております。
この事業は、介護サービス相談員がサービス事業所を訪問し、利用者からの話を伺い、相談に応じると
いう活動を通じて、利用者の疑問や不満、不安の解消を図り、介護サービスの質的な向上を目指すもの
です。
〇介護サービス相談員とは…
　介護サービス相談員とは、介護相談員養成講座を修了し、市区町村長の委嘱を受けた相談員のことで
す。現在、本町では 6名の相談員が事業所等に月 1回訪問し、利用者が不安や不満に思っていることを
事業所の職員に伝える橋渡し的な役割を果たしています。これまでの事例としては、「ベッドの高さが
合っていなかったので相談したら調整してもらえた」「部屋が明るくな
り、過ごしやすくなった」など、利用者の生活環境改善につながる結果
も出ております。

　今後も利用者の声を尊重し続けることで、より高品質な介護サービス
の提供につながるよう活動していきます。「事業所への相談員派遣を希
望したい」などございましたら、下記問合せ先までご連絡ください。
問合 　福祉課　☎ 72-1229

介護サービス相談員派遣事業について

　前号に引き続き、小学校５・６年生の生活習慣病予防健診の解説をします。
　令和４年までの健診のアンケート（表①、②）を見ると、食生活や運動に関する事項が、平成 25年
から平成 27年よりも令和２年から令和４年の方が悪くなっている事がわかります。

生活習慣の乱れは病気につながります
　食事やおやつ、ジュースの過剰摂取、運動不足が重な
ると、肥満になりやすく、さらに高血圧・高血糖・脂質
異常が加わると、子どもでも動脈硬化が進行し、将来心
臓病や脳血管疾患、糖尿病のリスク
が高まります。
　子どもの頃から食事や運動の事を
考えて、将来の病気を予防すること
が重要です。

まちからのお知らせ

年
金
相
談

　

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
３
月
８
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

千
寿
苑

申
込

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３

　
【
音
声
案
内
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町

年
金
相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
】

問
合

健
康
ほ
け
ん
課

☎
72

－

１
２
９
５

認
知
症
相
談

　

ご
自
身
ま
た
は
ご
家
族
の
認
知
症
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

相
談
日　
２
月
20
日
、
３
月
18
日

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

本
庁
役
場
内　

会
議
室

問
合

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
72

－

１
６
７
７

※
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会

　
「
女
性
に
な
ら
話
せ
そ
う
」、「
女
性
な
ら

わ
か
っ
て
も
ら
え
そ
う
」
と
い
っ
た
女
性
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時

３
月
10
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法

①
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

　
　
　
　
　

②
面
談
相
談
（
前
々
日
ま
で
に

要
予
約
）
予
約
受
付
は
月
曜
〜
金
曜　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

対
象
者

女
性　

※
女
性
で
な
い
方
の
ご
相

談
は
別
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
６

－

３
６
４

－

２
８
８
９

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

大
学
の
新
入
生
や
新
社
会
人
な
ど
が
一
人

暮
ら
し
を
始
め
る
こ
の
時
期
は
、
毎
年
、
転

居
時
の
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
相

談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
引
っ
越
し
業

者
を
選
ぶ
際
は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
り
、
作
業
員
数
や
保
証
等
、
価
格
以

外
に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
契
約
時
は
必
ず
約
款
等
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
場
合
は
、

「
１
８
８
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
近
く
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６

－

３
８
３

－

０
９
９
９

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係

る
ご
相
談
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
税
庁
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度

に
関
す
る
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
該
制
度
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

相

談

Yamato Information

問
合

イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

２
０
５

－

５
５
３

　

熊
本
東
税
務
署

☎
０
９
６

－

３
６
９

－

５
６
６
６

新
し
い
家
族
を
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
思
っ
た
と
き
、
保
健

所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
護
犬
や
保

護
猫
を
迎
え
入
れ
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り

ま
す
。
県
で
は
、
譲
渡
対
象
と
な
る
犬
や
猫

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、『
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
』
で
検
索
！

※
最
期
ま
で
大
切
に
飼
育
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
譲
渡
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
）

問
合

御
船
保
健
所

☎
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
１
６

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６

－

３
８
０

－

３
３
１
０

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の
伐

採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒
木

に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
等
に
損
害
が
発
生

し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
沿
い
で
樹

木
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検
の
実
施
を

し
て
い
た
だ
き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
合

県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６

－

３
３
３

－

２
４
９
５

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
入
学
生
募
集

　

さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ
ア
の
た

め
の
学
び
の
場
と
し
て
「
熊
本
さ
わ
や
か
大

学
校
」
を
開
講
し
て
お
り
、
左
記
の
と
お
り

令
和
６
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格

県
内
在
住
で
、
4
月
1
日
時
点

で
50
才
以
上
の
人

募
集
人
員　

熊
本
校
：
１
０
０
名

　
　
　
　
　

八
代
校
：
50
名

募
集
期
間　
３
月
８
日
ま
で

開
催
日
時
・
場
所

　

熊
本
校
：
毎
週
木
曜
日　

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
八
代
校
：
毎
週
火
曜
日　

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

受
講
期
間　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月

　

毎
週
１
講
座
×
40
回

受
講
料

入
学
金
５
千
円

　

受
講
料
１
万
８
千
円（
入
学
時
に一括
納
入
）

申
込

各
市
町
村
福
祉
課
等
に
お
い
て
あ
り

ま
す
、
入
学
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合

熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３

－

７

　

一
般
財
団
法
人  

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６

－
３
５
４

－

３
０
８
３

お
知
ら
せ

募　

集

（％） （％）

令和２年から令和４年の間は
新型コロナウイルス感染症の自粛
による影響も考えられます。
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〇
人
権
作
文
（
２
０
２
３
年
度
作
）
の
掲
載

　

２
０
２
３
年
度
の
人
権
作
文
の
掲
載
を
今

月
の
広
報
や
ま
と
か
ら
連
載
し
ま
す
。

﹇
連
載
予
定
﹈

３
月
号　

矢
部
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

松
田　

煌
央 

さ
ん

４
月
号　

中
島
小
学
校　

六
年

　
　
　
　
　
　
　

荒
木
日
花
里 

さ
ん

　
　
　
　

清
和
小
学
校　

一
年

　
　
　
　
　
　
　

上
田　

ま
こ 

さ
ん

５
月
号　

潤
徳
小
学
校　

四
年

　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

杏
菜 

さ
ん

　
　
　
　

蘇
陽
南
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　

一
万
田
優
海 

さ
ん

６
月
号　

矢
部
中
学
校　

二
年

　
　
　
　
　
　
　

片
山　

真
帆 

さ
ん

７
月
号　

清
和
中
学
校　

三
年

　
　
　
　
　
　
　

甲
斐　

奏
汰 

さ
ん

　
　
　
　

蘇
陽
中
学
校　

一
年　

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

優
奈 

さ
ん

８
月
号　

矢
部
高
校　

二
年

　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

由
唯 

さ
ん

　
　
　
　

矢
部
高
校　

二
年

　
　
　
　
　
　
　

野
田　

松
利 

さ
ん

※
掲
載
月
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い

人
権
作
文
の
紹
介
（
令
和
五
年
度
）

　

今
月
は
、
矢
部
小
学
校
三
年 

草
野
こ
は
る

さ
ん
と
蘇
陽
小
学
校
一
年 

渡
邉
ち
ひ
ろ 

さ

ん
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

人
け
ん
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

 

（
草
野
こ
は
る
）

　

わ
た
し
は
、
一
学
期
の
人
け
ん
学
習
で
、

「
と
く
ち
ゃ
ん
た
ち
の
な
か
ま
」
を
学
習
し

ま
し
た
。
つ
く
し
の
子
ど
も
た
ち
の
や
く

そ
く
は
、「
な
か
ま
を
大
じ
に
す
る
」
で
す
。

で
も
、
み
ん
な
は
、
足
の
お
そ
い
と
く
ち
ゃ

ん
だ
け
を
リ
レ
ー
の
な
か
ま
に
入
れ
よ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
お
か
し
い
と
気

づ
い
た
の
が
、
た
け
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
わ
た

し
が
と
く
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
、

「
ぼ
く
だ
け
な
か
ま
は
ず
れ
な
ん
て
い
や
。」

と
言
い
た
い
で
す
。

　

三
年
生
で
も
、
見
て
い
な
い
の
に
決
め
つ

け
た
り
、
遊
ん
で
い
て
ミ
ス
を
し
た
ら
友
だ

ち
か
ら
も
ん
く
を
言
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

社
会
の
学
習
で
は
、
人
け
ん
セ
ン
タ
ー
が

で
き
た
わ
け
を
、
か
と
う
先
生
に
聞
き
に
行

わ
た
し
た
ち
の
人
権

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

やまと文化の森だより

　山の都地域しごとセンターでは、山都町への移
住に興味のある方を対象に 12 月１日～２月 28
日の期間で一泊二日の移住体験ツアーを行ってい
ます。体験内容は農作業収穫体験、発酵調味料や
こんにゃく作り体験、フットパスなどお客様に合
わせて体験内容を組ませていただいています。体
験、宿泊、食事等すべて含めて無料で実施してい
ます（ただし、山都町までの往復交通費はご負担
いただいています）。写真は１月４、５日に参加
いただいたM様ご家族とにんじん収穫体験をし
ていただいたOrganic Farmえのえんの榎本航さ
ん夫妻です（2017年に移住）。２名様以上から申
し込みを受け付けています。
　お問い合わせは山の都地域しごとセンターまでお願いいたします。

企画展のご案内

移住体験ツアーを行っています

問合  山都町下市 16番地　☎ 72-9400　開館時間　9:00 ～ 17:00　入館無料　
 休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日の場合は次の平日）、年末年始等
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き
ま
し
た
。
先
生
は
、
ま
ず
、「
そ
う
ぞ
う

す
る
力
が
大
切
な
こ
と
、
そ
し
て
、
人
の
心

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
『
風
船
玉
が
あ
る
こ

と
。』
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
人
の
い
や
が
る
こ
と
を
し
た
り
、
言
っ
た

り
す
る
と
そ
の
『
風
船
玉
』
は
大
き
く
な
る

け
れ
ど
、
元
気
の
出
る
言
葉
や
、
や
さ
し
い

言
葉
を
か
け
る
と
、
そ
の
『
風
船
玉
』
は
、

小
さ
く
な
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
『
風
船
玉
』

を
小
さ
く
し
て
い
く
た
め
に
人
け
ん
セ
ン

タ
ー
を
作
っ
た
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
話
を
聞
い
て
、
理
由
も
言
わ

ず
に
、
わ
た
し
を
ば
い
き
ん
あ
つ
か
い
し
て

に
げ
て
い
っ
た
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
と
て
も
い
や
で
し
た
。
だ
か

ら
、
先
生
に
相
談
し
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

話
を
聞
い
て
い
た
人
も
、
も
し
自
分
だ
っ

た
ら
い
や
だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
話

し
合
っ
て
い
く
と
、
わ
た
し
も
相
手
の
い

や
が
る
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

十
月
の
リ
ボ
ン
の
日
の
よ
び
か
け
で
は
、

「
ま
わ
り
の
人
に
や
さ
し
く
す
る
」
と
い
う

気
も
ち
で
、
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
こ
と
を
つ
た

え
ま
し
た
。

　

二
学
期
の
人
け
ん
学
習
で
は
、「
な
ん
ば

す
っ
と
で
す
か
」
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
よ

し
お
さ
ん
は
、
リ
ボ
ン
登
校
の
日
に
帰
っ
て

い
た
時
、
お
じ
い
さ
ん
か
ら
む
ね
の
リ
ボ
ン

を
ひ
き
ち
ぎ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
べ
つ
を
な
く
そ
う
と
い
う
気
も
ち
で
つ

け
て
い
る
リ
ボ
ン
を
ひ
き
ち
ぎ
る
な
ん
て
、

山の都地域しごとセンター通信vol.72

問合  空き家や移住・定住に関するお問い合わせは、お気軽にどうぞ。
 山の都地域しごとセンター ☎ 72-9111　e-mail:yamato.shigotocenter@machi-y.jp 

好評開催中 !!　（最終日は 15：00までの展示です）
２月の展示
〇さんサン仲間作品展（2/1 ～ 2/25）
　町内の小中学校の特別支援学級の児童、生徒の作品を展示します。
〇明光保育園作品展（2/1 ～ 2/25）
　「しぜん　いっぱい　やまとちょう」をテーマに山都町の四季を　
　作品にしました。
〇山風華作品展（2/1 ～ 2/29）
　就労支援施設、「山風華」の利用者による作品を展示します。

３月の展示
〇「一期一会」東尚史作品展（3/2 ～ 3/24）
書道家・東尚史さんの作品を展示します。
〇松本小百合作品展（3/2 ～ 3/24）
～グラスアートとタイルクラフトの世界～
〇 Emily ペン画展（3/2 ～ 3/24）
～ゼンタングルのクレイジーキャンパス～
〇 Ray.M作品展　～夢の居場所～（3/2 ～ 3/24）
地元在住のイラストレーターによる作品を展示します。

ゆ
る
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
学

習
し
て
、
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
だ
け
で
、
さ
べ

つ
は
な
く
な
ら
な
い
か
ら
、
さ
べ
つ
を
な
く

す
と
い
う
思
い
を
、
行
動
に
う
つ
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

森
の
な
か
ま
を
学
し
ゅ
う
し
て

 
（
渡
邉
ち
ひ
ろ
）

　

ぼ
く
は
、二
学
き
の
人
け
ん
学
し
ゅ
う
で
、

森
の
な
か
ま
を
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
し
た
。
一

学
き
に
も
森
の
な
か
ま
で
き
め
つ
け
の
お
か

し
さ
を
ま
な
び
ま
し
た
。
二
学
き
は
、
お
か

し
い
と
お
も
っ
た
と
き
に
、
じ
ぶ
ん
た
ち
が

ど
う
す
る
か
を
か
ん
が
え
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
と
も
だ
ち
が
「
ば
か
。」
っ
て

い
わ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

い
わ
れ
た
子
に
は
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」
と

こ
え
を
か
け
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
い
っ
た
子

に
は
、
こ
わ
く
て
な
に
も
い
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
ぼ
く
は
、
ち
ゅ
う
た
く
ん
み
た
い
で
し

た
。
も
し
、
お
な
じ
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
も

う
一
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
の
で
、「
そ
ん
な

こ
と
い
っ
た
ら
だ
め
だ
よ
。」
と
ひ
と
り
で

も
い
い
た
い
で
す
。

　

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
ゆ
う
き
を
だ
し
て

い
っ
た
、
し
か
お
み
た
い
に
、
し
ん
け
ん
に

お
か
し
い
こ
と
を
い
っ
た
人
に
つ
た
え
た
い

で
す
。

©2010熊本県くまモン

自
分
の
人
権
を
守
り

他
人
の
人
権
を
守
る

責
任
あ
る
行
動
を
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熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030

SDGs未来都市山都町

　「山都町 SDGs2030 年基本目標」の達成に向け、町全体で取り組みをさらに
活発にしていくため、講演会を開催します！
　簡単なゲームもありますので、子どもからお年寄りの方まで町民
皆さまのご来場をお待ちしております。
【日時】２月 25日　　開場：13時、開会：13時 30分
【場所】千寿苑  多目的ホール　【講師】澤  克彦（さわ  かつひこ）氏
　（一社）九州環境地域づくり　代表理事、環境省　九州地方環境パートナーシップオフィス　コーディネーター

　蘇陽小学校では、環境に関する取り組みを紹介した動
画が「環境教育・ESD教育実践動画 100選」に選ばれ
るなど（P12 参照）SDGs に関する取り組みが活発に
行われています。ここでは、具体的な活動内容を紹介さ
せていただきます。
 ① 掃除 
　週に 1回、全学年を縦割りで 5班に分けて掃除を行います。高学年の児童がリーダーとなって、低学
年に掃除のやり方を教えながら協力して掃除を進めます。リーダーの一人は、「蘇陽小は、みんな掃除
が上手！教えなくても進んでやってくれる子が多い。」と話してくれました。

 ② 4S チェック 
　毎月、最終水曜日に「4Sチェック」を行います。
　これは、今年度から新たに始めた活動で、「整
理 ･整頓 ･節電 ･節水」の項目について、各クラ
スで聞いて出来たと思
う人は手を挙げます。
　１月は節電と節水の
項目について６年生全
員が出来たと挙手しま
した。

SDGs 未来都市『山都町がつくる持続可能な世界』

問合 山の都創造課　☎72-1158

矢部高校ホームページでは学校生活の様子を随時更新しています。また、Facebook、Twitter、Instagramも是非ご覧ください。
矢部高校ホームページ　http:/sh.higo.ed.jp/yabesh/　　Facebook@yabe.highschool
　　　　　　　　　　　Twitter @yabehighschool　　　Instagram:@yabe_highschool

　１月 15日、食農科学科、林業科学科
の課題研究発表会を開催。3年生が科目
「課題研究」の授業で班ごとに取り組ん
だ学習成果を発表しました。当日は、本
校の地域就農教育検討委員の方々もお招
きしアドバイスをいただきました。この
会は来年度の熊本県学校農業クラブ連盟
プロジェクト発表大会の予選会も兼ねて
おり、以下の３部門が学校代表として選
出され、６月 13 日～ 14 日に天草拓心
高校で行われる県大会に出場することに
なりました。

分野Ⅰ類（生産・流通・経営）　　食農科学科　矢部高校のイチゴ栽培！　～農薬を使わないイチゴ栽培を目指して～
分野Ⅱ類（開発・保全・創造）　　林業科学科　ニホンミツバチの研究　～地域活性化につなげるために～
分野Ⅲ類（ヒューマンサービス）　林業科学科　林業のちから×ふくしの心　～木づかいですべての人に健康と福祉を～

　12月 23日、益城町のグランメッセ熊
本にて県内の全50校が参加し、「県立高
校学びの祭典」が開催されました。この催
しは、小中学生にそれぞれの学校の魅力を
知ってもらおうと、県教育委員会が主催し、
今年度で２回目の開催となります。本校か
らは、食農科学科による実習製品の販売と
多肉植物を使った寄せ植え体験、林業科学
科の認知症予防パズル「好きっ！通潤パズ
ル」の体験コーナー、上天草高校福祉科と
協働したボッチャ体験、食農科学科、林業
科学科、普通科によるポスター発表を実施
しました。当日は、たくさんの方々にブー
スまで足を運んでいただき、本校の魅力を
発信することができました。

　林業科学科では「石橋」の歴史と文化、
施工技術を学び、進路選択として建築や
土木、石工を志す人材の育成を目的に、
ものづくりマイスターの派遣による実技
指導『継承肥後の石工』を毎年実施して
います。地元の尾上建設さんや、マイス
ターの山下さん、藤原さんのご指導の下、
模型、支保工を使った組み立て、要石の
作製を行いました。最終日には８名それ
ぞれが苦労して削った要石を中心部分に
はめ込み、頑丈かつ強固な石橋が完成し
ました。これからも、この技術を後世に
継承していけるよう頑張っていきます。

課題研究発表会

県立高校学びの祭典

匠の技術を後世へ！林業科学科２年 石工体験

　　　SDGs町民向け講演会を開催します！
　　　～みんなが主役 山都町のSDGsまちづくり～

　　　私の SDGs を紹介します！
　　　「蘇陽小学校× SDGs」

SDGsの取り組みを募集中です！ 取材にご協力いただける方は、問合せ先までご連絡ください。

明るく元気いっぱいの 6年生です !!

今日の掃除場所をチェック！ みんなで協力して掃除します。 家でも掃除をやっています！ 最後に振り返り

 ③ 花活動 
　毎日朝８時から花活動とし
て、花植えや水やりなどを
行っています。校舎の回りに
は、班ごとに植えられた花が
きれいに咲いています。環境
委員長の姫野健生さんは「活
動を通して、明るくきれいな
学校になったらいいと思いま
す。」と話してくれました。

参加無料
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や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

気
負
ふ
ほ
ど
手
足
動
か
ず
年
暮
る
ゝ

岩
村
ヨ
シ
子

父
の
杵
母
の
合
の
手
餅
を
搗
く

橋
本　

惠
子

薄
氷
の
あ
れ
ば
突
つ
い
て
い
た
ず
ら
す

草
樹　
　

萌

短う
た歌
詠
め
ど
自
分
の
思
い
出
し
き
れ
ず
夕
焼
け
雲
が
や
け
に
明
る
い
山
下　

明
美

目
を
閉
じ
て
『
た
だ
い
ま
』
も
言
え
ぬ
妻
帰
る
分
か
る
か
こ
れ
ぞ
我
が
家
の
灯

梅
林　

義
秋

中
世
の
和
歌
の
楽
し
み
現
代
へ
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
ぬ
魅
力

後
藤　

翔
太

通
潤
聞
法
句
会

村
祭
り
老
ひ
し
男
女
の
集
ま
り
て

村
上　

園
江

沈
む
日
に
手
を
合
せ
て
は
冬
至
か
な

菅　

清
次
郎

草
も
木
も
影
の
痩
せ
行
く
冬
陽
か
な

西
田
え
い
子

気
兼
な
く
読
み
耽
り
ゐ
て
外
は
雪

中
村　

暢
子

阿
蘇
原
野
枯
れ
す
す
き
に
は
重
き
雨

菊
池　

成
河

子
ど
も
ら
の
藁
叩
き
て
は
注
連
飾

菊
池　

幸
子

奥
山
へ
帰
り
て
生
き
よ
羚
羊
よ

藤
吉
由
美
子

風
花
や
円
形
分
水
よ
ど
み
な
く

光
永　

忠
夫

清
和
短
歌
会

喜
寿
む
か
え
慶
び
よ
り
も
終
末
の
段
取
り
娘こ
ら等
に
伝
え
て
お
く
よ

渡
邊　

民
生

感
動
だ
子
ら
は
育
ち
て
役
目
終
え
夫
婦
二
人
の
自
転
車
の
旅
石
山　

栄
子

狭
深
き
里
に
梅
の
香
満
ち
る
道
石
仏
座
せ
り
残
雪
の
中

吉
永　

恵
子

短歌・俳句

季節のうた

★山都町ホームページから、図書館のホームページにアクセス
すると、最新の情報が確認できます。「かんたん検索」で、
図書館にある本が探せます！

問合  本館　☎ 73-1616　　清和　☎ 82-3033　　蘇陽　☎ 73-2755
開館日：火曜日から金曜日（10時から18時）

 土・日曜日（10時から17時）
 休館日：月曜日・祝日・月末日・年末年始

山都町図書館だより

令和 6年 3月のわくわく号運行予定
※状況によって巡回を中止する場合がございます。みなさまのご理解とご協力を宜しくお願い致します。

蘇陽地区
3月 6 日(水) 馬見原公民館（午前11時30分～）　そよう病院（午後0時～）　馬見原保育園（午後2時～）

菅尾保育園（午後2時45分～）　二瀬本保育園（午後3時～）　蘇陽小学童蘇陽キッズ（午後3時15分～）

3月 7 日(木) 大久保高齢者住宅（午前11時20分～）　はあとふる（午後1時30～）　そよ風の里ほたる（午後1時50分～）

3月 8 日(金) 二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　まこと薬局駐車場（午後2時～）
蘇陽南小学童そよかぜ会（午後2時30分～）　おおのまなび舎Cafe（午後3時～）

　月　日 巡回場所・時間

清和地区

3月12日(火) 緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）　清和中学校（午後1時10分～）
大川保育園（午後1時30分～）　清和学童（午後3時～）

3月13日(水) 山都消防署（午前10時～）　井無田診療所横（午前10時45分～）　原尻公民館（午前11時30分～）
清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

巡回場所・時間　月　日

3月19日(火)

文化の森（午前10時～）　山風華（午前10時45分～）　山都町役場（午後0時30分～）
ライフライト矢部（午後2時～）　あおぞら・さくら荘（午後2時30分～）　富士ラーメン（午後3時～）

3月15日(金) 風ノ木（午前10時～）　浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午後0時30分～）　大矢荘（午後1時15分～）
光露館（午後1時40分～）　彩雲苑（午後2時～）　金内保育園（午後2時20分～）

3月14日(木)

金内公民館（午前9時45分～）　中島西部瀬戸バス停（午前10時30分～）　中島南部体育館横（午前11時～）
矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時20分～）　大地（午後2時40分～）

3月21日(木)

矢部小学校（午後1時～）　はるか保育園（午後2時～）

矢部地区 　月　日 巡回場所・時間

山都町図書館だより

声の灯り 198号

今月のレファレンス－こぎゃんこつが知りたかばってん、どの本に載っとっと？－
質問：「仏原騒動について知りたい」
回答：梶尾真治さんが熊本日日新聞にて「仏原騒動」を元にして小説を連載されるとの事で、お問い合
 わせをいただきました。「清和村史」「蘇陽町史」「郷土を歩く－清和地区－」山都町教育委員会編
 に、「仏原騒動」について記述があります。また、「熊本県大百科事典」熊本日日新聞社にも、「仏
 原騒動」ついて記述がありました。

おはなし会のお知らせ
「ピエロの会のおはなし会」
日時：3月2日　午後2時から
場所：本館（矢部）
※30分くらいのおはなし会です。

「0～3歳児向け　おひざにだっこのおはなし会」
日時：3月16日　午前10 時30分から
場所：本館（矢部）
※0才から3才くらいのお子さん向けです。

図書館クリスマス会を開催しました
　12月17日、クリスマス会を図書館ホールにて開催しました。
矢部高校生のみなさんのハンドベル演奏から始まり、手あそび
「そらのつきのうさぎ」、矢部中学校のみなさんの「おたのしみ
コーナー」、大型絵本「まどからのおくりもの」の読み聞かせ、
清和中学校の野田さんの津軽三味線の演奏、絵本「ねこのピー
トだいすきなしろいくつ」の読み聞かせ、ウクレレシンガーズ
の演奏、人形劇「おだんごぱん」、そして最後にはみなさんお
待ちかねのサンタクロースが登場しました！盛りだくさんの内
容に、来場した皆さんは楽しい一時を過ごされたようです。演
者のみなさん、ご参加ありがとうございました。

クリスマスカードを寄贈いただきました
　蘇陽地区にお住まいの甲斐一孝さんから、手づくりのクリスマスカードを寄贈頂きました。
新聞広告のカラーの部分を使って、一つ一つ丁寧に作られたちぎり絵のカードです。図書館全
館にて12月中に来館頂いた方へ、クリスマスプレゼントとしてお配りしました。手にされた
皆さんは、素敵なプレゼントをとても喜ばれていました。ご恵贈ありがとうございました。
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　山都町社協では、熊本県社協からの委託で
地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事
業）を実施しています。
　高齢の方や障がいのある方が住み慣れた地
域で安心して生活出来るように福祉サービス
の利用手続きや金銭管理のお手伝いを行い
ます。
　こんなことにお困りではありませんか？

　お問い合わせは各事務所まで

清和文楽の里協会

定期公演

700円引き
・1,700円→1,000円に
・１枚で１会計まで
・チケット購入時に
　クーポン提示
令和６年３月31日まで有効

クーポン券
掲載募集中!!

　広報やまとでは、住民サー
ビスの向上と地域経済の活
性化を目的とした「クーポ
ン券」制度に賛同いただけ
る町内の事業所を募集して
います。
　お問合せわは、企画政策
課（☎ 72-1214）までご連
絡ください。

司法書士・土地家屋調査士・行政書士

田上彰事務所
☎72-2742

30分まで

相談料無料
一人で悩まないでご相談ください
・相談は要予約
・1枚で1回まで
・入店時にクーポン提示
令和６年３月31日まで有効

キリトリ線キリトリ線キリトリ線

道の駅そよ風パーク
レストラン マァム
そよ風物産館
ランチバイキング
200円引き

または物産館ソフトクリーム
50円引き

・１枚で大人４名様まで
　（※町民の方のみ限定）
・入店時にクーポンを提示
令和６年３月31日まで有効

道の駅通潤橋

物産館「虹の通潤館」

ソフトクリーム

50円引き
・１枚で１会計まで
・注文時にクーポン提示
・山都茶んソフトは
　クーポン券対象外
令和６年３月31日まで有効

山都警察署・署協議会だより

香典返し

運転免許関係手続きの取扱日等の一部変更

山都町社会福祉協議会へ寄付ありがとうございます
　いただいた香典返し（寄付金）
は地域福祉活動に使わせていた
だいております。
　写真は 12 月 10 日に開催し
た「災害ボランティアセンター
設置訓練」の実施様子になりま
す。
　当日は他市町村の社協職員も
参加し、有事に備えた訓練を参
加者一丸となって行いました。

問合 山都町警察署・署協議会　☎ 72-0110
 熊本県警のホームページ　https：//www.pref.kumamoto.jp/police/
 管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警からのお知らせ等が掲載中です。

　１月 13日に道の駅通潤橋が移転開駅し、高速道路開通記念ウォー
キングと併せて取材に行きました。当日は多くの人々で賑わい、大
盛況でした。（詳しくは P3～）
　１月 26日には子ども議会が開催され、各中学校の生徒たちが質
問や提案を行いました。私は取材で議場内に初めて入りましたが、
会場は独特の雰囲気と緊張感に満ちており、生徒たちは緊張しなが
らも自分たちの意見を堂々と述べていました。（詳しくは P6～）
　２月 11日、九州中央自動車道が山都通潤橋ＩＣまで開通しまし
た。これにより山都町へのアクセスが一層便利になりました。しかし、
ＩＣ周辺は信号機が設置され、道路のレイアウトも一部変更されて
おりますので、交通事故等にはくれぐれもご注意ください。 （弘）

■いつでもスマホで「広報やまと」
　町の広報誌をはじめ、全国の広報誌
やイベントなどの情報がスマホで見る
ことができるアプリです。
※ 広告が表示されますが、各自治体と
は関係ありません。

編集後記

　　　　　　　総人口　　１３，２２９人（－ 42）

　　　　　　　　　男　　　６，４１８人（－ 12）

　　　　　　　　　女　　　６，８１１人（－ 30）

　　　　　　　　世帯　　　６，２８５戸（－ 18）

※（　）は前月比

令和６年１月　出生者 　　　　　　２人

　　　　　　　死亡者 　　　　　４８人

　　　　　　　最高齢 　　　　１０６歳〔女性１人〕

（令和６年１月 31日現在）

人のうごき

　令和５年 10月１日から熊本県運転免許センター及び警察署等で行っている運転免許関係手続き
の取扱日と受付時間の一部を変更しています。

　運転免許証の更新、記載事項変更、申請取消（自主返納）や、運転経歴証明書、国外運転免許証等の
手続きを予定されている方は、

○ 運転免許センターでは、金曜・土曜・祝日は行っていません。
　（金曜日が免許証の有効期間の末日に当たる方等はご相談ください。）

○ 警察署では、昼間 (11：30～ 13：00) は受け付けていません。
　のでご注意ください。
　なお、運転免許試験関係手続きに変更はありません。

　　詳しくは、熊本県警察のホームページをご覧いただくか
　　　熊本県運転免許センター　
　　　　　　　☎ 096-233-0110（平日 8：30～ 17：00）
　　又は、山都警察署にお問い合わせください。

計画的にお金を使
うことが難しい。

通帳など大事な書類
をなくしてしまう。

福祉サービスを利用
したいが、どうした
らいいかわからない。

役場から書類が届く
けれど、手続きの仕
方が分からない。

　日向往還は、肥後国から現在の上益城郡を通り、日向の国へ至る旧藩時代の歴史街道です。
　4年ぶりに2コースで実施します。1日目は御船町の鼎春園から山都町の通潤橋へ、2日目は国宝通潤
橋から馬見原を目指して歩くコースとなっています。詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　歴史探訪または健康づくりのために歩いてみませんか？
【１日目：めざせ通潤橋コース】
　日時：３月16日　7：30～受付開始
　距離：約20㎞（約5時間半）
　料金：大人：3,500円　中学生以下：2,500円
【2日目：めざせ馬見原コース】
　日時：３月17日　7：30～受付開始
　距離：約23㎞（約6時間半）
　料金：大人：3,500円　中学生以下：2,500円
【申込方法】
　・インターネットからの場合
　　右記2次元コードからお申込みください。
　・電話からの場合
　　下記問合せ先までお電話ください。
【申込期限】
　２月29日　※定員あり（先着順）
問合 日向往還歴史ウォーク実行委員会事務局（山都町観光協会内）　☎ 72-9450（平日のみ）

日向往還歴史ウォーク in 山都町を開催します！

申込はこちら

町HPはこちら
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日 月 火 水 木 金 土
子育て支援センター関連イベント
　マタニティ・子育て中の方が対象です。
　  　身体測定がいつでもできるようになりました
　　  出張ひろば（清和）午前10時～午後３時　清和支所
　　  出張ひろば（蘇陽）午前10時～午後３時　蘇陽支所
　　  ベビマの日（要予約） 場所：子育て支援センター、出張ひろば
　　　 時　間：午前10時30分～11時15分　対象者：１歳位までの赤ちゃん
　　　 準備物：バスタオル　予防接種後48時間以内はご遠慮ください。

2/14
広報やまと発行日

15 山都町読書の日・
　　　ノーテレビデー

16
乳児・１歳半健
診／蘇陽支所
消費生活相談／
本庁
認知症相談申込
期限日

17
愛林駅伝競走大会

18 山都町いい歯の日
矢部広域病院／
☎72-1121

19 食育の日 20
認知症相談日

21
夜間窓口／本庁・
清和支所

22
農業委員会許可
申請期限

23 天皇誕生日
図書館講演会

24
潤徳小閉校記念
式典

25
瀬戸病院／

　 ☎ 75-0111
休日窓口／完全
予約制

26 27 28
４歳児歯科健診
／千寿苑

29 3/1 あいさつ運動の日
消費生活相談／
本庁
矢部高校卒業式

2

3
そよう病院／

　 ☎ 83-1122
消防団出初式

4 5 6 7
３歳児健診／千
寿苑

8
消費生活相談／
本庁
年金相談日
農業委員会総会
／清和支所

9
町内中学校卒業式

10
高田整形外科ク
リニック／

　 ☎ 72-1007

11 12
子育てセミナー
↓離乳食教室↓

13
広報やまと発行日

14 15 山都町読書の日・
　　　ノーテレビデー
消費生活相談／
本庁
認知症相談申込
期限日
二瀬本保育園卒園式

16
日向往還歴史
ウォーク　　　
（～ 17日まで）
山都みらい保育園、
馬見原保育園卒園式

12月生まれは３名です
・矢部地区２名 ・清和地区１名 ・蘇陽地区０名

町ホームページ
カレンダー最新
情報は町ホーム
ページをご覧く
ださい。

ひ（清）
ひ（蘇）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

山都町行事予定表

申込  問合 　山都町子育て支援センター
山都町城原162-7（山都みらい保育園併設）TEL ＆ FAX：72-1928
開所時間：午前９時～午後４時（土日・祝日 休館）

★★山山都都ののアアイイドドルル★★
～赤ちゃん訪問でこんにちは！～（11月生まれ）

　子育て支援センターおよび
出張ひろばは「ほっと一息つ
ける場・交流の場・子育て相
談の場・情報提供の場」です。
子育て中の方ならどなたでも
ご利用いただけます。お気軽
にご利用ください。

１月の利用者数は
　50組 105名でした !

山都町子育て支援センター

林田  恵
え み

実ちゃん
（下馬尾）

山下  琴
こ と は

葉ちゃん
（上川井野）

谷村  新
にい な

來ちゃん
（浜町）

荒牧  杜
と わ

和ちゃん
（北中島）


